
　

●
宮
田 

真
美 

議
員

　
平
成
30
年
度
か
ら
国
保

会
計
の
運
営
が
県
へ
移
行

さ
れ
る
が
、
保
険
料
率
の

決
定
権
は
各
自
治
体
に
あ

る
。
医
療
費
の
増
加
に
伴
い
、
税
額
の

引
き
上
げ
が
予
想
さ
れ
る
が
、
こ
れ
以

上
の
引
き
上
げ
は
市
民
の
理
解
が
得
ら

れ
な
い
。
今
か
ら
、
一
般
会
計
か
ら
の

法
定
外
繰
入
を
視
野
に
入
れ
、
前
向
き

に
検
討
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
市
の

考
え
は
ど
う
か
。

　
国
保
会
計
へ
の
一
般
会
計
か

ら
の
法
定
外
繰
入
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
約
８
割
を
占
め
る
、
受
益
を
受

け
な
い
国
保
以
外
の
方
へ
の
負
担
を
求

め
る
こ
と
と
な
り
、
公
平
性
が
損
な
わ

れ
る
た
め
考
え
て
い
な
い
。

国
保
へ
一
般
会
計
か
ら
の

法
定
外
繰
入
の
検
討
を

答

●
井
上  

潤
一 

議
員

　
日
常
の
食
材
や
高
級
食

材
と
し
て
利
用
さ
れ
る
魚

介
類
を
新
た
に
開
発
す
る

必
要
が
あ
る
。
最
近
、
吊

り
下
げ
方
式
に
よ
る
ア
サ
リ
の
養
殖
が

効
果
を
上
げ
て
い
る
と
の
報
道
が
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
、
新
た
な
方
式
に
よ

る
栽
培
漁
業
な
ど
を
、
市
、
県
、
長
崎

大
学
水
産
学
部
、
各
漁
協
と
採
算
性
な

ど
に
つ
い
て
共
同
で
調
査
研
究
し
、
進

め
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
養
殖
等
の
漁
業
手
法
へ
の
取

り
組
み
に
よ
る
新
た
な
魚
介
類

の
開
発
に
つ
い
て
は
、
漁
業
振
興
を
図

る
上
で
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
市
内
の
漁
協
と
は
大
村
湾
の
水

質
環
境
や
気
候
に
合
っ
た
魚
介
類
を
対

象
に
協
議
し
、
長
崎
大
学
と
は
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
た
め
積
極
的

に
意
見
交
換
し
、
県
に
も
働
き
か
け
を
行

う
な
ど
、
調
査
研
究
に
取
り
組
み
た
い
。

新
た
な
水
産
物
の
開
発
に
つ
い
て

答

●
野
島 

進
吾 

議
員

　
文
部
科
学
省
で
は
、
が

ん
教
育
に
対
す
る
取
り
組

み
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

大
村
市
は
医
療
環
境
が
充

実
し
て
い
る
た
め
、
医
師
会
と
教
育
委

員
会
の
連
携
の
も
と
、
小
中
学
生
に
対

す
る
先
駆
的
な
が
ん
教
育
を
推
進
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。
授
業
の
一
環
と
し

て
ぜ
ひ
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
が

ど
う
か
。　

小
中
学
生
へ
の
が
ん
教
育
に

つ
い
て
は
、
昨
年
12
月
に
玖
島

中
学
校
区
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
対
象

と
し
た
出
前
講
座
を
医
師
会
と
連
携
し

て
実
施
し
た
。
ま
た
、
次
期
学
習
指
導

要
領
に
お
い
て
、
が
ん
に
関
す
る
取
り

扱
い
が
新
た
に
明
記
さ
れ
た
た
め
、
今

後
は
文
部
科
学
省
が
作
成
す
る
学
習
指

導
要
領
の
解
説
、
県
教
育
委
員
会
が
８

月
に
実
施
す
る
次
期
学
習
指
導
要
領
に

係
る
教
育
課
程
説
明
会
等
を
踏
ま
え
、

準
備
を
進
め
た
い
。

小
中
学
生
へ
の
が
ん
教
育
に
つ
い
て

答

●
村
崎 

浩
史 

議
員

　
成
人
式
の
参
加
率
を
高

め
る
た
め
、
県
外
在
住
新

成
人
の
負
担
軽
減
策
と
し

て
交
通
費
の
補
助
を
行
え

な
い
か
。
正
月
と
成
人
式
の
二
度
に
わ

た
っ
て
帰
省
し
て
い
る
新
成
人
も
多

く
、
さ
ら
に
公
共
交
通
の
運
賃
が
高
い

時
期
と
重
な
っ
て
い
る
た
め
、
負
担
を

軽
減
す
る
べ
き
で
あ
る
。
成
人
式
を
機

会
に
若
い
世
代
と
つ
な
が
る
こ
と
は
、

市
職
員
及
び
市
内
企
業
の
採
用
広
報
の

機
会
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
前
向
き
に
検
討
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。　

県
外
在
住
者
の
成
人
式
参
加

に
伴
う
交
通
費
の
補
助
に
つ
い

て
は
、
平
等
性
の
観
点
か
ら
、
実
施
は

困
難
だ
と
内
部
協
議
を
し
て
い
た
が
、

提
案
内
容
を
考
慮
す
る
と
、
今
後
の
移

住
や
雇
用
に
大
き
く
寄
与
す
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
し
っ
か
り
と
研
究
し
た
い
。

成
人
式
へ
の
交
通
費
サ
ポ
ー
ト
を

答

●
小
林 

史
政  

議
員

　
市
民
会
館
の
閉
鎖
か
ら

約
１
年
３
カ
月
が
経
過
し
、

芸
術
・
文
化
団
体
が
中
心

と
な
り
、
「
新
し
い
市
民

会
館
を
つ
く
る
会
」
が
発
足
さ
れ
た
。

市
長
は
、
こ
の
動
き
を
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
早
期
に

市
民
会
館
を
建
設
す
る
た
め
、
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
等
の
活
用
を
検
討

し
な
い
の
か
。
さ
ら
に
、
市
民
会
館
建

設
に
対
し
、
市
長
は
ど
の
よ
う
な
構
想

を
持
っ
て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

　
「
新
し
い
市
民
会
館
を
つ
く

る
会
」
に
対
し
て
は
、
文
化
活

動
に
関
す
る
新
た
な
ホ
ー
ル
建
設
を
望

む
強
い
思
い
が
行
動
に
表
れ
た
も
の
と

強
く
受
け
止
め
て
お
り
、
活
動
を
注
視

し
た
い
。
ま
た
、
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
等
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
適
用

が
難
し
い
状
況
も
あ
る
が
、
国
や
県
の

新
た
な
制
度
が
な
い
か
調
査
し
た
い
。

ま
た
、
市
民
会
館
建
設
に
関
す
る
構
想

に
つ
い
て
は
、
大
規
模
な
興
行
の
開
催

や
市
民
文
化
活
動
の
し
や
す
さ
な
ど
、

規
模
、
機
能
を
含
め
考
え
て
い
き
た
い
。

新
た
な
市
民
会
館
の
建
設
に
つ
い
て

答

●
山
口 

弘
宣 

議
員

　
大
村
市
は
、
女
性
の
就

業
機
会
の
増
進
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
女
性
の
働
き
方
改

革
と
、
女
性
に
限
ら
な
い
、
地
方
に
お

け
る
雇
用
の
創
出
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
の
か
尋

ね
る
。

　
本
市
の
女
性
の
就
労
支
援
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
男
女

共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
で
、
女
性
向

け
の
再
就
職
セ
ミ
ナ
ー
や
、
平
成
28
年

度
か
ら
は
県
と
の
共
催
で
女
性
向
け
の

就
労
巡
回
相
談
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
も
、
県
な
ど
と
連
携
し
、
就
職
相
談

等
の
支
援
を
行
う
。
ま
た
、
平
成
27
年

度
か
ら
開
催
し
て
い
る
創
業
塾
の
参
加

者
の
半
数
は
女
性
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

女
性
の
就
労
意
欲
が
非
常
に
高
い
と
考

え
て
お
り
、
創
業
塾
を
は
じ
め
大
村
市

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
支
援
を
引

き
続
き
行
い
た
い
。
　

地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
た

働
き
方
改
革
と
は

答
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村
崎 
浩
史 

議
員

　
二
学
期
制
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
が
公
表
さ

れ
、
今
年
度
は
「
大
村
市

学
期
制
検
討
委
員
会
」
で

審
議
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
検

討
委
員
会
の
詳
細
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

も
し
、
「
三
学
期
制
」
が
望
ま
し
い
と

の
結
論
が
出
た
場
合
、
い
つ
か
ら
三
学

期
制
に
変
更
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。　

大
村
市
学
期
制
検
討
委
員
会

に
つ
い
て
は
、
学
識
経
験
者
や

市
内
の
保
護
者
等
の
15
名
で
構
成
し
、

学
期
制
の
あ
り
方
を
諮
問
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
第
１
回
目
を
６
月
26
日
に

開
催
し
、
11
月
ま
で
に
合
計
４
回
の
開

催
を
予
定
し
て
お
り
、
12
月
に
答
申
を

い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
答
申

後
、
教
育
委
員
会
で
の
協
議
、
総
合
教

育
会
議
で
の
意
見
交
換
を
経
て
、
本
年

度
中
に
結
論
を
出
す
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
三
学
期
制
へ
の
変
更
と
の
結
論
と

な
っ
た
場
合
は
、
２
、
３
年
後
に
変
更

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

二
学
期
制
の
議
論
に
決
着
を

答

０
０
０
万
円
を
含
め
、
約
８
，
４
０
０

万
円
と
推
測
し
て
い
る
。

答

●
岩
永 

愼
太
郎  

議
員

　
地
方
創
生
の
一
環
と
し

て
、
賑
わ
い
の
創
出
及
び

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
た
め
に
、
事
業
費
約
６
，

０
０
０
万
円
を
か
け
、
「
花
と
歴
史
と

技
術
の
ま
ち
」
イ
ベ
ン
ト
開
催
事
業
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。
同
イ
ベ
ン
ト
の
来

場
者
数
、
市
外
来
場
者
数
の
予
測
、
メ

デ
ィ
ア
活
用
に
よ
る
宣
伝
効
果
、
収
支

見
込
み
、
費
用
対
効
果
、
経
済
波
及
効

果
な
ど
を
含
め
た
総
合
的
な
効
果
を
ど

の
よ
う
に
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
「
花
と
歴
史
と
技
術
の
ま

ち
」
イ
ベ
ン
ト
開
催
事
業
に
つ

い
て
は
、
６
月
13
日
時
点
の
入
場
者
数

２
万
１
，
４
３
９
人
、
入
場
料
収
入
９

５
５
万
４
，
７
０
０
円
と
な
っ
て
お
り
、

最
終
的
に
は
入
場
者
数
５
万
人
、
入
場

料
収
入
２
，
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で

い
る
。
ま
た
、
費
用
対
効
果
に
つ
い
て

は
、
事
業
の
途
中
で
あ
る
た
め
、
具
体

的
に
示
す
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
直
接

的
な
経
済
効
果
は
、
観
光
消
費
額
の
算

出
方
法
に
よ
る
計
算
で
、
入
場
者
数
を

５
万
人
と
し
た
場
合
、
入
場
料
収
入
２
，

「
花
と
歴
史
と
技
術
の
ま
ち
」

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

産
業・経
済・労
働


